特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　　週刊ニュース　　１０年　9月　９日　320 号

◆第13回里山講演会　　猛暑続きの9月になりました。その中47名の参加があって楽しい有意義な講演会になりました。講演を戴いた開沼様からは太閤堤が宇治橋下流右岸で発掘された現地見学、槇島堤遺跡の資料や堤防は石で作らないと言ったこと等から巨椋池について興味を持って調査したこと。宇治久御山の災害記録の調査、そして無理をして作られた人工河川だということが分かったこと、巨椋池の歴史的変遷、明治時代には優れた環境を持っていて、魚類や水生生物の宝庫だったこと、宇治川と巨椋池を完全に分離した明治42年の河川改修工事、その後京都府が沿岸両村をマラリア流行指定地に指定する等環境悪化が進んだこと、そして食料増産の為に国営第1号の干拓事業として昭和9年から工事が開始され16年に完成し、昭和28年には宇治川堤の破堤で巨椋池が図らずも復元してしまう洪水の発生、そしてその洪水防止対策として天ケ瀬ダムの建設、一方琵琶湖の総合開発事業は昭和47年から25年の歳月と1兆9000億円の巨費を投じて平成9年に完成した。これで琵琶湖周辺の浸水対策は済ませたと説明してきた。ところが、国交省は完成してから僅か10年後に天ケ瀬ダムの放流能力アップのため地下トンネル実施計画を発表した。これは天ヶ瀬ダムの多目的ダムを発電ダムに変えようとするもので、説明では予備放流せずに洪水に対応するダムに変えるもののように見られると問題点を指摘されました。
◆守口市から来ていただいた3人姉妹によるぽぽっぽ壁新聞作りの発表は200号に及びその継続力と発表力、訪れた場所の特徴や取組の強調点等が、新聞に表現されていて、子ども達3姉妹を支える父母の協力の素晴らしさに、感銘を受け、大変心を打たれ、学ぶところが多く、自己点検をさせられる非常に良い発表でした。
◆木津川子ども会の発表も、見る者に感銘を与えるものでした。数回の打合せによる息のあった元気で自信に満ちた内容に多くの方々に驚きの声が上がりました。参加者の感想の多くがもっと多くの小学生やその父母に見てほしい内容であるとの事でした。

◆京の七夕　　3日に20商店街と竹納品6団体、京都府京都市など6団体合計70人以上の参加で反省が開かれました。それぞれが愉快で楽しく、保育園やお得意様等地域の力で七夕の短冊を飾付けて盛り上げることができた、全体の取り組みでは70万人の来客があって、大成功と報告され、さらに盛り上がりました。来年も取り組もう、更に良いものにしよう、そのためにもっと早くから取り組みを開始することだと言った積極な発言が続きました。里山の会からは2名が参加し、多くの商店街と交流を深めました。
◆水取の田んぼ草刈り処分作業　　　今年の冬に信夫竹を除去して数年間放置されてきた田んぼを復元しました。耕運機による耕しも行いましたが、復元しようとする野草の前に打つ手がないのですが、草を再度刈払い、枯れた草の焼却処分を８人の協力で実施しました。この夏の事だかもしれませんが、山からの水がまったくなく、冬にあれだけあった水が枯渇してしまっていました。7日の事務局会議ではこうした条件のもとでどのように活用するのか話し合われました。
◆川の学校　ジャンボタニシの駆除　　　5日も猛暑の中67人の参加で上狛川のジャンボタニシ駆除作業を実施しました。木津川市職員さんの参加があったり、企業の方々が連携した取り組みができればと言った声が届き、輪が広がり地域の課題の協働の芽吹きが始まりました。
◆植物部会コース下見　　6日里山の会の植物部会9月観察会のルート視察を実施しました。ルートの大半は木陰の道で暑さ知らずに進みました。イワタバコの群生やアキノタムラソウが見られました。１１日（土）ＪＲの時刻表では、午後５時頃までは線路工事の為に運休とのことで、笠置で2～3時間あり、笠置山への登山または、わかさぎ温泉入浴等計画しています。
集合は９時半　大河原駅です。

カスミサンショウウオ生育要望書提出　　　私たちは5月に第2番目のカスミサンショウウオの生息地を発見し確認しました。その保全のための申し入れ書を大学や関係機関に送付しました。内容は、京都府絶滅の恐れのある野生生物の保全に関する条例に基づき25種の「指定希少野生生物」に指定されているカスミサンショウウオで生育地の破壊や開発による生息地追い出し等の恐れのないよう、現状の生育地保全のために絶大なご尽力を戴きますようお願い申し上げます。としています。
◆会誌29号原稿締め切り迫る　駆け込み原稿の提出お願いします。　　いよいよ9月10日が迫ってきました。。いささか原稿の集まり状況がよろしくなく、締切日を少し延長いたします。大至急ご寄稿をお願いいたします。20日まで延長します。
◆木津川花散策参加者募集19日　　　加茂駅周辺コース約6ｋｍを予定しています。2時間少々で、訪ねます。秋の七草がどれほど発見できるでしょうか。また恭仁京遺跡（聖武天皇のミカノハラ・恭仁京）往復とオオバクサフジを見つけられればと思っています。ご参加ください。
◆稲刈り体験　参加者募集20日　秋は何と言っても稲刈りです。刈り取りの後の子ども神輿かつぎが楽しいですよ。お越しください。また、新米購入者の受付も始まりました。購入希望者には穫りたての新米を翌日の夕方にはお届け出来ます。注文ください。


















